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講師  

吉本興業株式会社 常務取締役 

株式会社よしもとクリエイティブ・エージェンシー代表取締役会長 

泉 正隆氏 

 

［1983年吉本興業株式会社入社。劇場の支配人などを経て、「吉本印天然素材」「ASAYAN」

などのテレビ番組制作、俳優のプロデュース・マネジメント、「大阪物語」などの映画制作

を手がける。2016年同社取締役に就任。2018年 4月より現職。］ 

  

■47都道府県の芸人が地域の盛り上げ役に 

 2010 年秋、僕は現共同代表取締役社長 CEO の大﨑洋氏に呼び出され、「47 都道府県に

社員を雇おうと思ってるねん。芸人も各地に一組住ますねん。どや？」とたずねられまし

た。僕はマネージャー出身なので、芸人やタレントが売れるには大勢の中で切磋琢磨しな

いとあかんと常々考えていたし、売れようと思って東京・大阪に出てきた人が売れないま

ま地方に行く決断をするのは難しいんちゃうかと思いました。しかし、社長の命令なので、

すぐに社員を募集しました（笑）。5,000人の応募があり、2011年 1月中旬から面接をスタ

ート。僕は 4,500 人に直接会いましたが、地方を元気にしたいという意欲のある若者がた

くさんいて驚きました。その中から特に熱意が感じられる 47人を採用し、芸人はオーディ

ションで一番頑張れそうな子を選び、各地に派遣しました。これが現在も継続中の「あな

たの街に“住みます”プロジェクト」です。地域活性化のために一緒にできることはあり

ませんかと、社員と芸人が各エリアの自治体や企業にお声掛けしましたが、当初はなかな

か受け入れてもらえませんでした。半年後、芸人が車夫となって観光客を案内する「お笑

い人力車」という愛知県犬山市観光協会と取り組んだ企画が成功。これをきっかけに評判

が広まり、全国各地で住みます芸人によるさまざまな地域振興イベントやキャンペーンが

行われるようになりました。有名芸能人を地方へ呼ぶには予算がかかりますが、住みます

芸人なら低予算で高い交通費もかかりません。全国一斉のプロモーションも、各地にいる

芸人がすぐに対応。経産省のプレミアムフライデーの PRや内閣府の移住定住促進、法務省

の社会を明るくする運動など、今では中央省庁と取り組む事例も増えています。難しいテ

ーマの啓発活動も、芸人なら楽しく分かりやすく伝えられますし、注目度も高まるので効



果的です。コンビニの開店イベント参加、家電新製品の店頭 PRなど、企業のプロモーショ

ンでも各地の芸人が力を発揮。地方の放送局の情報番組を中心としたメディア出演のほか、

地元の方々と一緒につくる「よしもとふるさと劇団」や「地域発信型映画」、「農業で住み

ます芸人」などにもチャレンジしています。 

 北海道ではピン芸人のオジョー、落語家・桂三段、お笑いコンビ・しろっぷらが、住み

ます芸人として活躍。2016 年には北海道と弊社が包括連携協定を結び、イベントを通じた

地域活性化、海外での北海道の食の PRなどに協力しております。タカアンドトシが北海道

の観光大使に就任し、彼らが北海道の食を紹介する番組を制作、動画配信サービスで公開

しました。笑いの力で健康長寿を目指そうと 8 月 8 日に制定された「道民笑いの日」にち

なんだイベント「みんわらウィーク」も主催し、芸人が毎年さまざまな催しに参加してい

ます。 

  

■エンタメ力で世界を変える 

 「あなたの街に“住みます”プロジェクト」の活動は、ノーベル平和賞受賞者ムハマド・

ユヌス氏からも高い関心が寄せられました。少額無担保融資でバングラデシュの脱貧困に

貢献した経済学者・実業家のユヌス氏と弊社社長が意気投合し、2018 年にユヌス・よしも

とソーシャルアクション株式会社（yySA）を設立。私はこの子会社の会長も務めておりま

すが、ここでは地域の活性化からさらに一歩踏み込んだ、さまざまな社会問題の解決を促

す事業を始めています。 

 クールジャパン機構や他の企業とともに2014年に設立した株式会社MCIPホールディン

グスでは、日本のコンテンツをアジアに広め、文化の発展に貢献する事業を行っています。

ここでは「あなたの街に“住みます”プロジェクト」のアジア版を展開。台湾、フィリピ

ン、インドネシア、タイ、ベトナム、マレーシアなど、各国で芸人が活動。百貨店や旅行

代理店など日本企業の PR にも一役買っています。 

 また、吉本興業では現在、国際社会の一員として、国連が掲げる「持続可能な開発目標

（SDGs）」の普及に努めています。貧困や環境、教育などの問題を解決するために定めら

れた、2030 年までに達成すべき 17 の目標を、大喜利や漫才、吉本新喜劇の舞台などで分

かりやすく紹介しています。2017 年には一連の活動が評価され、「ジャパン SDGs アワー

ド」特別賞をいただきました。内閣総理大臣賞に輝いた北海道下川町と後に連携協定を結

ぶなど、自治体や企業とともに SDGs活動に取り組むことも増えております。 

 弊社はこれまで芸人の仕事をつくるべく、劇場や各種メディアなど多岐にわたる分野で

幅広い事業を行ってきました。長年培ってきたエンターテインメントのコンテンツを生か

しながら、今後も地域の課題から地球規模の問題まで向き合い、より良い社会の実現に貢

献したいと願っております。 

 


